
利用実態及びニーズ等について

資料１

○調査目的
高山本線の利用実態及びニーズ等を把握するために、ＯＤ・乗降調査の
実施及びこれまでに実施した各種調査結果の整理・分析を実施。
また、高山本線沿線の人口動態について、住民基本台帳情報を付与した
ＧＩＳデータ等を基に、沿線人口の経年変化や将来見通し等を整理。

※各分析の詳細は【参考資料１－１・ １－２・２－１・２－２・３】を参照
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１．利用実態調査の概要

高山本線の利用実態を把握するため、ＯＤ・乗降調査を実
施・分析し、高山本線ブラッシュアップ施策（更なる利便
性向上方策やネットワーク機能の強化方策）の検討の基礎
として活用するもの。また、必要に応じ、過年度の調査結
果との比較を行う。

１）調査の主旨

①乗降調査
各駅で便別の乗降客数をカウンターにより計測

②ＯＤ調査（付帯アンケート含む）
ＯＤ調査票を利用者に乗降駅で配布し、降車駅で回収
ＯＤ票に付帯するアンケートでは、「外出の目的」「性別」
「年代」「職業」「定期・定期外」「乗継交通」の項目につい
て調査（右図参照）

２）調査方法

図 ＯＤ調査票

表側 裏側

３）調査日時

◆平日：Ｒ３(2021)年11月25日（木） 始発～終電まで
◆休日：Ｒ３(2021)年11月28日（日） 始発～終電まで

4）調査対象

◆富山駅～猪谷駅の全10駅
◆始発～終電までの全列車（※ＯＤ調査は普通列車のみ）

乗車人数…5,1７０人、回収枚数…2,585枚
→ 回収率…50.０％

５）ＯＤ調査票回収率
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２．利用実態調査およびニーズの把握・整理

高山本線の利用実態および利用者や地域のニーズを把握する
ために、これまでに実施した各種調査結果の整理・分析を行
うもの。

１）調査の主旨

①高山本線沿線住民アンケート
実施主体：富山市・ＪＲ西日本
実施年度：令和元年度（Ｒ2.1～2実施）
対象地域：西富山～猪谷各駅の沿線地域（1km或は

2km圏）の町内（無作為抽出）
対象者：１５歳以上の市民
配布枚数…3,750部、回収枚数…1,460部

→回収率…38.9％
主な調査項目

① 通勤・通学目的および通勤・通学以外の目的での外出

（外出頻度、外出目的、外出先・移動手段）

② 高山本線および高山本線以外の満足度と重要度

③ 高山本線および路線バス等の利用頻度について

２）調査の概要
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３．沿線人口動態調査の概要

高山本線沿線の人口動態について、住民基本台帳情報を付
与したGISデータ等を元に、沿線人口の経年変化や将来見
通し、人口密度、属性別（性別、年齢別等）などを整理。

１）調査の主旨

高山本線沿線の状況分析は、住民基本台帳情報をベースとした
人口プロットGISデータを活用し、以下に示す条件で人口の集
計を行った。（※右図参照）
◆調査対象年次
H17(2005年)、H18、H23、Ｈ２８、Ｒ３(2021年)

◆JR高山本線の利用圏域単位
500m、750m、1km、1.5km、2km
※各駅の圏域が重複する場合には、交点を結んだ線で圏域を分割。

２）人口集計の調査方法

全市の将来人口推計をメッシュ単位で行い、高山本線沿線圏域
に該当するメッシュについて集計することで、沿線人口の見通
しとする。
◆推計方法：コーホート要因法
◆推計単位：250mメッシュ単位
◆基準年：R3(2021年)
◆推計期間：R4(2022)～R32(2050年)
※各メッシュの推計値が全市の将来見通し（富山市将来人口推計）と
合致するよう調整

３）人口推計方法
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図 高山本線沿線の距離帯別圏域の状況



調査結果の概要（※各分析の詳細は【参考資料】を参照）
○利用実態調査結果
・平日は活性化事業中と同程度（対H23～26）※の利用者数であり、休日は大幅減
※活性化事業期間のうち、Ｈ２７～Ｒ２については、乗降調査を実施していないため比較対象に含まない

・平日、休日ともに富山駅を中心としたOD（高齢者（65歳以上）の利用も同様）
・平日は通勤・通学を中心とした利用状況、休日は買物等での利用が多いものの、
利用者数は平日の約3割程度（平日3,922人、休日1,248人）
なお、平日においても通勤・通学時間帯以外の利用は低調
・都心部への移動は自家用車ではなく、公共交通利用が多い
・自家用車移動（通勤・通学以外の目的）の目的地の大半はスーパー等の商業施設

○ニーズの把握・整理（住民アンケート結果）
・「運行本数」に関しては全時間帯において重要度が高いものの満足度が低い
・分かりやすいダイヤ、キャッシュレス対応、高齢者向け割引運賃サービス等の
導入については、利便性向上として一定のニーズあり
・ネットワーク機能強化として、富山駅における乗継改善や各駅におけるバス（路
線バスやコミュニティバス）との連携充実に関する一定のニーズあり
・将来の不安として、高山本線が確保・維持されているかという意見もあり（特に
沿線の車を自由に使えない高齢者からの意見多数）

４．調査結果①（※各分析の詳細は【参考資料１－１・ １－２・２－１・２－２・３】を参照）
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調査結果の概要（※各分析の詳細は【参考資料】を参照）

○沿線人口動態
・現在までの高山本線各駅の周辺人口推移（H１７→R3）は、婦中地域（婦中鵜
坂・速星）において増加傾向
・一方で、高山本線各駅の周辺人口の将来予測（R3→R32）は全駅において減少
傾向

調査結果（高山本線の利用実態・多様なニーズ・沿線の人口動態
など）を踏まえた、利便性向上・ネットワーク機能強化によるコン
パクトなまちづくりの深化が必要
⇒ 持続可能な地域公共交通ネットワークの実現
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４．調査結果②（※各分析の詳細は【参考資料１－１・ １－２・２－１・２－２・３】を参照）


